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かわいい稚児行列
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獺

松之出温泉まつり　7／29

燃
　鐵

圃團回團
おめでた（出生）
ゆ　め

佑勢ちゃん　中村　健一・祐子さん

，、、　　　　湯本仲村屋）
鞠惟ちゃん　晒澤　賢仁・洋子さん

　　　　　　　　上籔地（入）
利史ちゃん　吉繊　新次・マリアさん

　、　　　　　　　　松之山（町営住宅〉

史歩ちゃん　本出　政男・せい子さん

　　　　　　　　鐙麦立（なん木〉

おくやみ（死亡〉

由
岸
澤
賀
橋
澱
藤

麺
山
相
志
轟
山
佐

カズさん88歳

忠雄さん88歳

チイさん75歳
海建さん　73歳

ミヨさん籔歳

タイさん75歳
清作さん77歳

松之撫（覇　場〉

新山（肉由）
小谷（中島〉
松鑓（さいちんさ）

天水島（新　屋〉

藤倉（糠の木〉

中立由（権兵工）

零6月獺から6月30弩までの雇鵡分です．

ホ広報に載せてほしくない方は、旙繊の時に

窓口に：お誌ください。

⑳◎融⑭
　　　　　　　　4月30総環窪
総人口　a245人（一4）

　男　夏，562人（一一4〉

　女　三，683人（　0）

徴帯数　i，捻7戸（一　1〉

　　　（）内は離月との此較

町民憲章縫欝、、53奪7胴定

　わたしたちは松之慮町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町疑の盆欝葉

玉、美しい緑と嚢の中で

　　　　　心豊かな人になろう
三、ブナσ）穂が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
！、湧きいづる湯泉のように

　　　　　麟造のカを嵩めよう

8月 10・24　紛時～22時

え・うちのおかあさん

耀旨

　　　　　ず　　へ

灘鞭

礪、

◇6月の出来事

4黛　ブナの森コンサート

鷺a　議会定鰹会20段まで

25田　衆議院総選挙

　　禰：麺咲費子ちゃん

　　松之出（駐荏所）

私と蝿ごっこをしているお母さん．

髪の艶がうまく描けました．笈ってい

るお母さんが好き。

．爾

　　　内由智朗くん

　　松之出（町嘗住実〉

　莫っているお母さん．鑓が1難こ描

けました．僕と燕祐が悪い’罫になると

怒るの．

◇7月娼9～8肩絵βの予定

20揖

29臼

30霞

7段

王2露

大地の芸衝祭オー一ブン

松之山温泉まつり

簿民湯鳥大運動会

野村万作公演

真夏の霧まつり
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家庭でできる
食中毒予防のポイント！

4■■禽

．
，

　気温が上昇する夏場は食中毒が発生しやすい季簾です。近年は報道されるように、食中毒がひんぱんに、

また、大規模になってきています。食中毒から身を守る臭体的な方法を知り、夏場だけでなく碑常の生活習

慣として身につ婬ましょう。

灘離講薮嚢蒙灘難蕪鱒霧辮こは
必蒙黍懸溌う．翻雛壌難縣1薦

』竈繊霧鋳蓬覆群まく洗ら鱗流激欝洗

も、流3灘う遷骸葱くだ、ざ糖ぎ『

『鵡一

・毬塗瀞藩鱗鍍癒、、生食駕のも⑳ど舶熱駕

眺購癩臓鯛鰍購醐熱潔
潴毒蓬懇鞭麟・諾

　懇き翁縷籍蒙や窪襟板は肉《魚、野菜鶏

＆分鞍，る、と・よ、鰻安全に創ノ、ま寮o

食中毒予防の
　　　ポイント

　食中毒の原図と1なる細函の種類によって

多少違いはありますが、基本的な部分は悶じ

です。あまり神経質にな1りすぎると、せっか

くの食事がおいしくありません。叢低限、次

の点に注慧し、続けていくようにしましょう。

欝難蒸麟・癒扮¢驚癒数秒闘繍熱します。

撫熱瞭綴菌はほとメ醗ぎ琵滅じ豪霧．

　食べ物を介して体内に侵入し、腸壁がただれ、下痢や廠

便などが起こります。感染力が弊常に強いのが特徴です。

　：生肉、生野菜、隼乳、生水、野棊サラダ、リンゴジュース

などによって食中毒事故が起きています。

　75℃で肇分、沁0℃で数秒間の撫熱で菌は死滅します。

　　　　　＼

）o譲馨 　………
…

1食幡のほとんどがこのサルモネラ菌1こよるものです．
き

極年翻しているサ凝ネシエンデリテげイスという種
i類は鶏卵が原國といわれています。卵焼きや自家製マヨネー
キ

iズなどが主な中毒とされています。
…
i　この菌は簾熱で死滅しますo
季

謝U

曝1

＠

『』P講蓬獲i縫饗ぞ繋べ熱鰯糞ぽ、1

縫え熟糊鷲絵蔵離へ天縦
欝飾、墓

　憲総、玲蔵庫を過信懸ぜ暴覇保

存蕩な鱒求う繕o

　　　0

◎ ○『

ー
F
の
ト
ー
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蕊
撃
麹

　夏期の海水の中で生息し、魚介類に付着して感染。

　真水では生存できません。

　過熱すれば死滅しますが、生食の場合は水道水でよく洗

いましょう。

　保存4ま低温で。

2
3



家庭でできる
食中毒予防のポイント！

4■■禽

．
，

　気温が上昇する夏場は食中毒が発生しやすい季簾です。近年は報道されるように、食中毒がひんぱんに、

また、大規模になってきています。食中毒から身を守る臭体的な方法を知り、夏場だけでなく碑常の生活習

慣として身につ婬ましょう。

灘離講薮嚢蒙灘難蕪鱒霧辮こは
必蒙黍懸溌う．翻雛壌難縣1薦

』竈繊霧鋳蓬覆群まく洗ら鱗流激欝洗

も、流3灘う遷骸葱くだ、ざ糖ぎ『

『鵡一

・毬塗瀞藩鱗鍍癒、、生食駕のも⑳ど舶熱駕

眺購癩臓鯛鰍購醐熱潔
潴毒蓬懇鞭麟・諾

　懇き翁縷籍蒙や窪襟板は肉《魚、野菜鶏

＆分鞍，る、と・よ、鰻安全に創ノ、ま寮o

食中毒予防の
　　　ポイント

　食中毒の原図と1なる細函の種類によって

多少違いはありますが、基本的な部分は悶じ

です。あまり神経質にな1りすぎると、せっか

くの食事がおいしくありません。叢低限、次

の点に注慧し、続けていくようにしましょう。

欝難蒸麟・癒扮¢驚癒数秒闘繍熱します。

撫熱瞭綴菌はほとメ醗ぎ琵滅じ豪霧．

　食べ物を介して体内に侵入し、腸壁がただれ、下痢や廠

便などが起こります。感染力が弊常に強いのが特徴です。

　：生肉、生野菜、隼乳、生水、野棊サラダ、リンゴジュース

などによって食中毒事故が起きています。

　75℃で肇分、沁0℃で数秒間の撫熱で菌は死滅します。

　　　　　＼

）o譲馨 　………
…

1食幡のほとんどがこのサルモネラ菌1こよるものです．
き

極年翻しているサ凝ネシエンデリテげイスという種
i類は鶏卵が原國といわれています。卵焼きや自家製マヨネー
キ

iズなどが主な中毒とされています。
…
i　この菌は簾熱で死滅しますo
季

謝U

曝1

＠

『』P講蓬獲i縫饗ぞ繋べ熱鰯糞ぽ、1

縫え熟糊鷲絵蔵離へ天縦
欝飾、墓

　憲総、玲蔵庫を過信懸ぜ暴覇保

存蕩な鱒求う繕o

　　　0

◎ ○『

ー
F
の
ト
ー

欝
蕊
撃
麹

　夏期の海水の中で生息し、魚介類に付着して感染。

　真水では生存できません。

　過熱すれば死滅しますが、生食の場合は水道水でよく洗

いましょう。

　保存4ま低温で。

2
3



欝璽1鍵籔懸1覇灘職、

　砦6屡松代町

大地の呼吸　規西町

森の番人　川函町

灘鶏灘麹鋤噺論藤麟
　時空澱薦購

4つの小さな物語　桝西時

　　　　　　　　き
棚守る竜神の御座　松代町

アー一トトリエンナーレのためのベンチ　松代町

今を生きよ　松代i町

繭溝料理鷹山猫鷹　松代町

大地とともに一記憶の嵐雛　松之鐵町

雛

撃

　　　か　　　　　　　　　

灘嚢

　　　　　　　　・醗融　く

　　　　　　　　　松代町

○△口の塔と赤とんぼ　松代跡

灘
灘、

酬

雪蟹の杉の下で　松代町

懲購
5

，プ　　　f 蛍　♂

1■’　（　（　∩　　畦．”晦＿［蝋　　、

　
ロ
術
』
芸
㎜
が
．
れこ
．

ー
…
」

これは芸術！これも芸術？

、灘

峡谷の灯鑓　松之山町

無題松之山町

、鶴たちの家　中里封

克雪人　中難村

　ア月20鷺よむノ大地の芸術祭が始まりました。芸衛作品の中には大変素購らしいもの

や一体これはなんだろうと考えさせられるものなど様々ですが、作品一つ一つが千差

万甥で、これが現代芸術なのでしょう、作品を見てまわるには、霞ず最審りの市町朽

役場か総合案内所であるアートトリエンナーレセンターヘ行くことをお薦めします、

そこで作贔と場漸を確認すると、迷わないで行けます。

　今鐡は、各町栂の主な作品をご紹介します。

カモシカの家族　津南町

森津南町

　　　　　　　　灘　　賊礁謙懸撫
鑛灘灘懸鰯灘灘灘鋤i灘、
　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘

　悠久のいとなみ　松之山町

灘，灘騒i
　　　　ルナプロジョクト

霞本に肉けて北を定めよ　中里麺

光の島　十藏町驚

松之山町

馬のジャンプ台　松之山町

ハセつくり　松之由購

群　慰

麟襯
灘　　　ヂ　燕
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i新しくなった含場

　r峡谷の幻籠」ステージ

轍
噺

一
一 ｛

”董 〈翫）凹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

わが家の人気者i
鞭麟i　　　　　　　i

　
7
月
2
9
黛
に
温
泉
駐
毒
を
会
場
に

潟
泉
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
例
隼
5
月
に
闘
催
さ
れ
ま
す
が

今
年
は
、
大
地
の
芸
術
祭
の
醐
連
で

濾
泉
駐
箪
場
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
工

事
の
た
め
に
7
月
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
．　
午
後
か
ら
稚
兜
行
列
や
温
泉
み
こ

し
、
騎
灘
場
の
竣
工
セ
レ
モ
ニ
茎
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
夕
方
の
6
時
3
0
分

よ
り
、
眸
奪
に
引
き
続
き
ラ
ジ
オ
番

綴
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
し
の
公

瀾
録
膏
が
行
わ
れ
ま
し
た
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大
禽
修
擬
さ
ん
に
よ
る
至
会
で
、

ゲ
ス
ト
に
は
歌
黍
の
糧
二
郎
さ
ん
や

中
嶋
櫨
希
子
さ
ん
が
演
激
を
熱
嘱
し

た
り
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
、

　
諮
め
か
け
た
2
千
人
の
観
欝
は
、

鷺
．
郎
さ
ん
ら
の
元
猟
の
で
る
歌
に

醜
い
し
れ
て
い
ま
し
た
．
今
驚
は
、

天
餓
に
も
愚
ま
れ
た
り
、
夏
休
み
と

あや

彩ちゃん登場　（2歳）

渡辺政信‘愛子さん長女

　　　　　東山（谷）

　家では「あや藩とかヂあや

ちゃん3と嚢事ばれています．

　好きな食べ物は、納豆ごはん

とアイス、お葉子です。スイカ

やメロンは、皮まで食べて何度

もおかわりをするので隠されて

しまいます。

　いつも砂遊びや1お発ちゃんと

追いかけっこをして遊んでいま

す。

　簸近楽しかったことは、ニコ

ニコ教室で紹魂祇に行き、みん

なでおやつを食べたことです。

涼しくてもっと遊んでいたかっ

たです。

髪お舞さんから一翻

　元気で優しい子に膏ってほし

いです。

冠
二
郎
さ
ん
を
ゲ
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ト
に
ミ
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の
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す
．

　
そ
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鼓
夢
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さ
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よ
り
太
鼓
が
演
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例

の
蜘
発
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花
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輿
璽
の
夜
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彩
り
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し
た
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まつのやま文芸
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万
葉
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苦
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恋
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ネ
ジ
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千
年
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草
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岬
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が
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、
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と
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が
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ア
の
中
、
三
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ス
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ッ
を

楽
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み
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た
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大
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は
、
曝
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懲
の
地
区
対
抗
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技
と
3
種
黛
の
紅
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対
抗
競
技
を
申

心
に
行
わ
れ
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し
た
．
大
玉
送
り
で

は
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三
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ム
ま
0
0
名
で
抱
え
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れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
大
玉
を
送
り
、

勝
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を
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い
ま
し
た
．
ま
た
、
綱
引

き
で
は
、
男
女
と
も
必
死
の
綱
引
き

も
わ
ず
か
の
差
の
雛
負
と
な
り
、
発

て
い
る
方
も
手
に
汗
を
握
る
カ
の
入

る
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技
と
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り
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た
．
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β
に
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体
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に
お
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之
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斯
の
運
動
会
が
行
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た
。

　
最
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に
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貴
で
礁
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運
動
が
行
わ

れ
た
後
、
保
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ら
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い
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技
が
目

欝
押
し
で
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た
．

　
ま
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獅
じ
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に
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の
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に
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、
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齢
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・
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で
は
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参
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、
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チ
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に
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行
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れ
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お
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霧
り
の
元
気
の
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さ
に
感
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せ

ら
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た
．

学
童
親
善
水
泳
大
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7
月
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総
に
瞭
民
プ
茎
ル
に
お
い

て
、
町
内
の
姦
小
学
校
欝
抗
の
学
童

親
善
水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
運
欝
猛
暑
の
続
く
中
兜
難
は
、
気

持
ち
よ
さ
そ
う
紅
泳
い
で
い
ま
し
た
．

競
技
は
、
霞
朗
、
単
泳
ぎ
、
薄
泳
響
、

バ
タ
フ
ラ
イ
な
ど
霞
頃
鍛
え
た
練
習

の
成
渠
を
患
し
て
い
ま
し
た
。

　
記
録
も
大
会
紙
記
録
や
タ
イ
記
録

も
飛
び
患
す
な
ど
、
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ざ
ま
し
い
も

の
が
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り
ま
し
た
。
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梅
雨
も
醗
け
、
β
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に
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温
が

上
碑
し
て
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い
ま
す
。
臼
陰
に

入
っ
て
も
そ
の
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を
紛
ら
わ
す
事

は
繊
来
ず
、
逃
げ
場
な
ど
あ
り
求
せ

ん
。　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
ビ
ル
が
放
つ
熱

は
想
像
以
上
の
脅
威
で
す
。
こ
の
放

尉
熱
は
玉
鷺
中
続
く
た
め
、
夜
も
冷

め
る
こ
と
が
無
く
、
深
夜
を
遍
ぎ
て

も
鐙
度
を
保
ち
、
寝
著
し
い
籏
β
が

続
い
て
い
ま
す
．

　
都
心
で
の
エ
ア
コ
ン
の
重
要
性
を

身
を
も
っ
て
体
験
す
る
事
は
鐵
来
る

の
で
す
が
、
こ
の
エ
ア
コ
ン
も
銀
温

の
上
昇
の
蕃
助
け
を
し
て
い
る
訳
で

あ
り
、
都
心
で
は
こ
の
矛
庸
す
る
こ

と
に
気
付
き
な
が
ら
も
変
え
ら
れ
な

い
で
い
る
の
で
す
．

　
こ
の
暑
さ
に
よ
り
、
年
々
熱
申
症

に
な
る
方
が
増
触
し
、
こ
の
夏
は
昨

年
の
被
害
奢
数
を
3
澱
も
畢
く
超
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
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に
、
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も
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が
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、
熱
中
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に
よ

り
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く
な
っ
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し
ま
う
事
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が
す
で

に
発
盤
し
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し
ま
い
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熱
中
症
の
脅
威

　
来
然
に
防
ぐ
方
法
は
三
つ
。
子
供

と
藁
に
行
動
す
る
事
で
す
。
誰
も
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
「
ほ
ん
の
少
し
だ
か
ら
恥
と
欝

う
気
持
ち
が
事
故
の
発
盤
に
繋
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
．

　
こ
の
時
期
箪
内
潟
度
は
軽
く
4
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度

を
超
え
、
子
供
の
み
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ず
人
聞
に

と
っ
て
舞
常
に
危
険
な
状
溌
を
作
り

出
し
ま
す
．

　
こ
の
夏
繊
か
け
る
機
会
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
暑
さ
紺
策
を
牽
分

と
る
よ
う
に
し
豪
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は
水
分
補
総
を

怠
ら
な
い
こ
と
が
鰍
番
だ
そ
う
で
す
．

　
ま
た
、
熱
中
症
の
初
期
症
状
は
目

眩
だ
そ
う
で
す
。
目
眩
を
感
じ
た
ら

無
理
を
せ
ず
、
水
分
補
総
と
休
息
を

取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、

　
こ
れ
は
都
心
だ
け
で
の
謡
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
単
に
都
心
の
気
温
は
松

之
由
と
違
い
す
ぎ
る
だ
け
。
条
件
さ

え
整
っ
て
し
ま
え
ば
伺
処
で
も
趨
こ

り
う
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
．
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
8
／
欝
～
9
／
欝

　
果
水
越
出
身
の
佐
藤
シ
サ
さ
ん
か

ら
鰐
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
浮
盤
絵
収

簗
　
を
展
承
い
た
し
ま
す
。

▼
期
9
8
月
9
欝
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
溺
（
水
）

▼
場
斯
　
松
之
山
郷
幾
俗
資
料
館

電
動
撚
ク
欝
を
縫
っ
て
、
大
き
な

作
編
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
、

▼
期
β
　
8
月
綿
欝
（
金
）

　
　
　
　
9
月
8
総
（
金
〉

▼
時
閲
　
午
後
6
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
30
分

▼
会
場
　
膚
然
休
養
籾
セ
ン
タ
葦

▼
講
簿
罵
欝
清
一
郎

　
（
能
撫
町
立
中
能
焦
小
学
校
教
頭
〉

社
漁

　
レ
ツ
ツ
！
ダ
ン
ス
…
老
驚
鍔
女
、

み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
学
び
ま

し
ょ
う
．
今
慰
は
戴
終
醸
、
総
ま
と

め
で
す
．

▽
期
β
8
月
詑
爲
（
さ

▼
時
閲
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
会
場
織
然
休
養
村
セ
ン
タ
｝

▼
講
緬
　
．
岡
橋
美
婁
罫
く
松
代
町
）

ヨ
き
モ
き

㎜
湯
鳥

［
　
（

　
黒
倉
に
新
し
く
で
き
た
ハ
ー
ブ
園

の
現
地
視
察
を
兼
ね
て
、
ハ
ー
ブ
に

つ
い
て
学
翼
し
ま
す
．

▼
期
欝

▼
時
間

▼
場
所

▼
講
緬

g
月
7
9
（
木
）

午
溺
i
o
時
3
0
分
～

　
　
午
後
工
時
30
分

休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
集
舎

研
勢
谷
實
仁

ニ
ヨ
ヨ
教
室

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
寵
は
「
バ
ス

で
遠
避
：
…
大
厳
寺
嵩
凍
合
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
で
お
や
つ
壱
持
っ
て
繊

か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
鐵
　
9
舟
捻
β
（
火
）

▼
時
間
午
蔚
9
碍
≦
U
時

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
集
合

成
人
実
用
講
座

　
　
　
（
松
之
由
の
歴
史
）

　
松
之
山
の
歴
吏
を
学
び
、
も
う
｝

度
地
域
の
良
さ
を
見
薩
し
て
晃
ま

し
ょ
う
．
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
．

▼
期
β
　
9
月
鴛
鷺
（
火
）

▼
時
闘
　
午
後
7
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
3
0
分

濠ツ獅

講

…
き
｛
多
き
筆
き
，
髪
…
…
…
§
！
書
…
ξ
ー
…
｝
…
多
髪
」

▼
場
斯
　
休
養
柑
セ
ン
タ
…

▼
講
簸
　
村
出
悦
夫

　
　
　
　
く
社
会
教
欝
指
導
翼
V

　
楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
9
　
8
月
認
β
ハ
火
）

　
　
　
　
9
月
捻
黛
く
火
）

▼
時
間
　
午
後
7
蒔
3
0
分
～

▼
場
勝
　
休
養
栂
セ
ン
タ
…

▼
講
鋤
　
菊
漂
真
美
（
松
轟
教
諭
）

モ

1　全翻各地の地芝居幾係考が湯の里・松之山に集い、今
…
iもなお受け継がれてい巻地芝居の公演を行うとともに、

錘伽総いている鰍あ炉地芝鞠就れからを話
　し舎うことにしています．

　　当松之山町からは、上川手歌舞伎、松里小学校児童民
1舞が購されることになっています．ぜひご覧ください．

年
野
球
チ
ー
ム
も
優
勝
を
め
ざ
し
て

が
ん
ぱ
り
ま
す
．

▽
期
臼
8
月
2
3
銭
（
水
）

▼
場
駈
安
塚
町

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

　
　
（
う
た
ご
え
セ
ミ
ナ
ー
）

　
愚
い
鐵
の
歌
、
流
行
の
歌
、
み
ん

な
で
心
を
一
つ
に
し
て
歌
っ
て
み
ま

せ
ん
か
．

　
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
圭

8

B
＆
G
少
隼
野
球
大
会

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参
瀦

し
、
欝
球
を
邉
い
ま
す
．
松
之
鋤
少

▼
期
臼

▼
時
閥

▼
場
漸

▼
講
締

9
月
1
羅
（
金
）

午
後
7
時
3
0
分
～

休
養
耕
セ
ン
タ
妻

飯
塚
秀
樹

　
（
松
代
中
教
論
）

　
塩
原
町
は
、
砺
木
県
北
部
に
紘
置

し
、
　
九
〇
・
〇
七
平
方
キ
ロ
で
繭

働
単
分
は
、
壌
漂
温
泉
郷
の
あ
る
由

購
皿
地
蹴
m
、
東
磁
－
分
は
那
須
ヶ
漂
の
｝

鶴
の
畢
壇
地
帯
で
、
撫
岳
地
帯
と
単

壌
地
帯
の
二
つ
の
藤
を
持
っ
た
と
こ

ろ
で
す
．

　
塩
漂
町
は
、
歴
史
的
に
は
源
平
時

代
、
奥
州
単
泉
の
源
義
経
を
追
っ
て
、

源
禽
綱
が
落
ち
廼
び
て
き
た
と
い
う

伝
鋭
の
町
で
す
。
塩
漂
町
の
襲
業
は

中
災
を
流
れ
る
纂
川
流
域
を
中
心
と

し
て
東
南
部
の
平
塊
地
は
翻
農
と
水

稿
に
大
麗
、
野
菜
花
簿
な
ど
を
撫

え
た
複
禽
経
営
で
あ
る
。
北
東
部
の

蜘
需
地
で
は
商
冷
地
と
火
山
灰
土
壌

を
盤
か
し
た
大
根
、
ほ
う
れ
ん
薫
、

カ
ブ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
．
近

年
で
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
壌
漂
の
特
産
に
な

り
つ
つ
あ
る
．

　
塩
原
町
で
も
相
変
わ
ら
ず
専
業
農

家
の
減
少
は
進
み
、
営
麗
の
織
齢
化

が
進
ん
で
い
る
．
後
継
轡
の
確
保
周

題
を
抱
え
て
い
る
、
塩
原
町
で
は
今
、

鵡
｝
鍵
紀
に
講
け
た
進
行
欝
瀬
を
策

建
し
、
地
域
特
轍
を
溝
か
し
た
町
づ

く
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
．

　
そ
の
一
簾
と
し
て
単
成
八
年
に
農

業
振
興
の
拠
点
と
な
り
、
機
轡
と
都

欝
と
の
交
流
の
場
と
な
る
「
ア
グ
リ

パ
ル
撫
療
篇
を
闇
設
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
壌
漂
恥
は
東
北
本

線
、
爾
那
須
野
駅
か
ら
灘
で
躍
這
鵬

○
○
弩
を
二
十
分
ほ
ど
由
聞
に
岡

か
っ
て
竃
る
と
山
の
麓
、
賠
畑
が
広

が
る
風
景
の
中
に
一
際
明
る
い
近
代

的
な
建
物
が
照
に
付
く
、
広
々
と
し

た
施
設
で
す
。
櫨
漂
町
は
、
潟
泉
町
．

替
か
ら
観
光
で
食
べ
て
き
た
地
域
で

す
．
農
家
の
人
々
が
農
作
業
を
し
な

が
ら
、
臼
々
観
光
客
を
乗
せ
た
車
が

頻
繁
に
通
行
す
る
の
を
獺
の
辺
り
に

し
て
い
た
，
通
り
遍
ぎ
る
た
く
さ
ん

の
観
光
客
を
自
分
の
艘
業
資
源
の
｝

つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
か

と
横
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
観
光
客

が
滞
留
し
、
休
慰
を
と
る
施
設
を
遣

ろ
う
と
い
う
考
え
方
の
㎜
致
を
み
た
．

こ
れ
が
「
ア
グ
リ
パ
ル
塩
漂
｝
の
設

立
ル
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
（
ア
グ
リ
〉
と
友
達
（
パ
ル
）

に
な
り
、
ふ
れ
あ
い
と
縫
薬
を
楽
し

く
学
ぶ
と
名
付
け
ら
れ
た
瞥
ア
グ
リ

パ
ル
塩
療
幅
は
、
複
禽
型
交
流
施
設

と
し
て
平
成
八
年
に
完
成
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
壌
原
恥
の
建
物
を

造
っ
た
の
は
塩
漂
町
．
管
理
運
営
は
、

財
纐
法
人
塩
原
農
叢
公
轍
で
あ
る
。

農
薬
公
祇
に
塊
漂
町
と
J
A
が
濁
与

し
て
い
る
。
襲
業
公
祇
の
職
愚
は
麟

名
で
、
う
ち
噌
名
は
撫
漂
町
の
職
翼
、

｝
磁
は
J
A
の
職
鰻
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
農
業
公
紙
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

形
式
を
擦
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

部
附
、
す
な
わ
ち
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、

展
承
、
構
報
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
農

籾
レ
ス
ト
ラ
ン
「
隣
の
鰻
扁
湘
コ
慧
硯

究
寵
「
夢
耕
房
』
、
農
産
藏
売
勝
な

ど
が
あ
る
、
全
体
的
な
管
理
運
営
は
、

農
業
公
縫
が
し
て
い
る
が
、
各
部
朔

馴
の
運
営
は
、
地
元
の
鑑
鍵
覆
体
が

行
っ
て
い
る
．
各
部
門
劉
に
任
慧
組

食
が
あ
り
、
独
立
採
算
姓
を
採
っ
て

い
る
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
塩
療
偏
は
、
塩
漂

温
泉
へ
の
観
光
客
が
帰
り
に
立
ち
寄

り
、
休
懇
を
と
つ
て
も
ら
い
．
お
烹

産
に
地
光
の
農
産
物
や
そ
の
纐
工
撮

を
購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
濾
泉

街
と
は
異
な
っ
た
簡
酷
を
揃
え
て
い

る
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
的
に
単
に
売
る

だ
け
で
な
く
、
地
死
の
人
々
と
の
交

流
の
場
を
つ
く
り
、
地
元
の
括
姓
化

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
　
「
ア
グ
リ
パ
ル
梅
漂
愉
の
串
に
入

む
ま
す
。

農
産
物
直
売
斯

　
会
員
数
蒼
三
十
九
犠
、
地
発
産
の

活
き
の
良
い
籍
鮮
聾
菜
を
、
畑
か
ら

薩
透
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
．
輯
取

り
野
菜
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
瞭
覚
や
珍

し
い
山
菜
な
ど
「
ア
グ
リ
パ
ル
』
な

ら
で
は
の
赫
が
沢
由
そ
ろ
っ
て
い
る
。

農
籾
レ
ス
ト
ラ
ン
「
関
の
墨
」

　
一
度
食
べ
た
ら
患
れ
ら
れ
な
い
昧

わ
い
の
手
蕎
ち
そ
ば
、
う
ど
ん
、
塩

漂
で
膏
っ
た
野
葉
の
相
姓
も
叛
群
で

す
。
箸
休
め
の
演
け
物
は
伝
統
の

「
お
ふ
く
ろ
の
嫁
秘
、
素
朴
で
懐
か

し
い
郷
土
料
理
、
懸
會
の
味
を
売
る
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
嵐
物
語

　
　
　
　
　
　
「
も
み
じ
籾
漏

　
幽
開
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
…
と
手
作
リ
ケ
ー
キ
・
ま
ん

じ
ゅ
う
が
昧
わ
え
る
嘆
茶
コ
ー
ナ
ー

が
、
「
楓
物
語
も
み
じ
村
』
で
す
。

ま
た
、
お
土
産
コ
ー
ナ
…
は
地
場
産

の
痴
工
贔
、
跳
芸
贔
な
ど
、
人
氣
の

錨
を
・
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

菰
工
研
究
蜜
「
夢
耕
房
漏

　
夢
耕
房
で
は
地
域
農
産
物
を
　
○

○
％
使
用
し
た
手
作
り
、
無
添
撫
の

特
産
最
（
ジ
ュ
ー
ス
、
藁
子
な
ど
）

を
闘
発
、
商
贔
化
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
撫
工
さ
れ
た
製
繍
は
、
「
風
物

譲
も
み
じ
村
輪
お
土
産
贔
灘
ー
ナ
ー

で
売
つ
て
ま
す
．

ア
ト
リ
ウ
ム

　
塊
漂
潟
泉
郷
の
観
光
惰
報
、
宿
漁

鋳
報
、
イ
ベ
ン
ト
構
報
な
ど
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
な
ど
で
紹
介
し

て
い
ま
す
．

ふ
れ
あ
い
砿
場

　
休
憩
し
た
り
、
弁
畿
を
広
げ
た
り
、

思
い
患
い
の
楽
し
み
方
が
で
き
る
広

場
．
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
闘
催

さ
れ
た
く
さ
ん
の
人
達
で
紀
ぎ
わ
う
．

ま
と
め

　
今
、
松
之
山
町
で
も
地
域
資
源
を

濡
か
し
た
物
産
館
が
必
要
で
は
な
か

ろ
う
か
と
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．
何

か
と
学
ぶ
点
の
大
き
い
観
察
で
し
た
。

＼賊
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す
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ま
と
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で
す
．
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～
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．
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▼
時
間

▼
場
所

▼
講
緬

g
月
7
9
（
木
）

午
溺
i
o
時
3
0
分
～

　
　
午
後
工
時
30
分

休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
集
舎

研
勢
谷
實
仁

ニ
ヨ
ヨ
教
室

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
寵
は
「
バ
ス

で
遠
避
：
…
大
厳
寺
嵩
凍
合
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
で
お
や
つ
壱
持
っ
て
繊

か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
鐵
　
9
舟
捻
β
（
火
）

▼
時
間
午
蔚
9
碍
≦
U
時

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
集
合

成
人
実
用
講
座

　
　
　
（
松
之
由
の
歴
史
）

　
松
之
山
の
歴
吏
を
学
び
、
も
う
｝

度
地
域
の
良
さ
を
見
薩
し
て
晃
ま

し
ょ
う
．
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
．

▼
期
β
　
9
月
鴛
鷺
（
火
）

▼
時
闘
　
午
後
7
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
3
0
分

濠ツ獅

講

…
き
｛
多
き
筆
き
，
髪
…
…
…
§
！
書
…
ξ
ー
…
｝
…
多
髪
」

▼
場
斯
　
休
養
柑
セ
ン
タ
…

▼
講
簸
　
村
出
悦
夫

　
　
　
　
く
社
会
教
欝
指
導
翼
V

　
楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
9
　
8
月
認
β
ハ
火
）

　
　
　
　
9
月
捻
黛
く
火
）

▼
時
間
　
午
後
7
蒔
3
0
分
～

▼
場
勝
　
休
養
栂
セ
ン
タ
…

▼
講
鋤
　
菊
漂
真
美
（
松
轟
教
諭
）

モ

1　全翻各地の地芝居幾係考が湯の里・松之山に集い、今
…
iもなお受け継がれてい巻地芝居の公演を行うとともに、

錘伽総いている鰍あ炉地芝鞠就れからを話
　し舎うことにしています．

　　当松之山町からは、上川手歌舞伎、松里小学校児童民
1舞が購されることになっています．ぜひご覧ください．

年
野
球
チ
ー
ム
も
優
勝
を
め
ざ
し
て

が
ん
ぱ
り
ま
す
．

▽
期
臼
8
月
2
3
銭
（
水
）

▼
場
駈
安
塚
町

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

　
　
（
う
た
ご
え
セ
ミ
ナ
ー
）

　
愚
い
鐵
の
歌
、
流
行
の
歌
、
み
ん

な
で
心
を
一
つ
に
し
て
歌
っ
て
み
ま

せ
ん
か
．

　
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
圭

8

B
＆
G
少
隼
野
球
大
会

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参
瀦

し
、
欝
球
を
邉
い
ま
す
．
松
之
鋤
少

▼
期
臼

▼
時
閥

▼
場
漸

▼
講
締

9
月
1
羅
（
金
）

午
後
7
時
3
0
分
～

休
養
耕
セ
ン
タ
妻

飯
塚
秀
樹

　
（
松
代
中
教
論
）

　
塩
原
町
は
、
砺
木
県
北
部
に
紘
置

し
、
　
九
〇
・
〇
七
平
方
キ
ロ
で
繭

働
単
分
は
、
壌
漂
温
泉
郷
の
あ
る
由

購
皿
地
蹴
m
、
東
磁
－
分
は
那
須
ヶ
漂
の
｝

鶴
の
畢
壇
地
帯
で
、
撫
岳
地
帯
と
単

壌
地
帯
の
二
つ
の
藤
を
持
っ
た
と
こ

ろ
で
す
．

　
塩
漂
町
は
、
歴
史
的
に
は
源
平
時

代
、
奥
州
単
泉
の
源
義
経
を
追
っ
て
、

源
禽
綱
が
落
ち
廼
び
て
き
た
と
い
う

伝
鋭
の
町
で
す
。
塩
漂
町
の
襲
業
は

中
災
を
流
れ
る
纂
川
流
域
を
中
心
と

し
て
東
南
部
の
平
塊
地
は
翻
農
と
水

稿
に
大
麗
、
野
菜
花
簿
な
ど
を
撫

え
た
複
禽
経
営
で
あ
る
。
北
東
部
の

蜘
需
地
で
は
商
冷
地
と
火
山
灰
土
壌

を
盤
か
し
た
大
根
、
ほ
う
れ
ん
薫
、

カ
ブ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
．
近

年
で
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
壌
漂
の
特
産
に
な

り
つ
つ
あ
る
．

　
塩
原
町
で
も
相
変
わ
ら
ず
専
業
農

家
の
減
少
は
進
み
、
営
麗
の
織
齢
化

が
進
ん
で
い
る
．
後
継
轡
の
確
保
周

題
を
抱
え
て
い
る
、
塩
原
町
で
は
今
、

鵡
｝
鍵
紀
に
講
け
た
進
行
欝
瀬
を
策

建
し
、
地
域
特
轍
を
溝
か
し
た
町
づ

く
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
．

　
そ
の
一
簾
と
し
て
単
成
八
年
に
農

業
振
興
の
拠
点
と
な
り
、
機
轡
と
都

欝
と
の
交
流
の
場
と
な
る
「
ア
グ
リ

パ
ル
撫
療
篇
を
闇
設
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
壌
漂
恥
は
東
北
本

線
、
爾
那
須
野
駅
か
ら
灘
で
躍
這
鵬

○
○
弩
を
二
十
分
ほ
ど
由
聞
に
岡

か
っ
て
竃
る
と
山
の
麓
、
賠
畑
が
広

が
る
風
景
の
中
に
一
際
明
る
い
近
代

的
な
建
物
が
照
に
付
く
、
広
々
と
し

た
施
設
で
す
。
櫨
漂
町
は
、
潟
泉
町
．

替
か
ら
観
光
で
食
べ
て
き
た
地
域
で

す
．
農
家
の
人
々
が
農
作
業
を
し
な

が
ら
、
臼
々
観
光
客
を
乗
せ
た
車
が

頻
繁
に
通
行
す
る
の
を
獺
の
辺
り
に

し
て
い
た
，
通
り
遍
ぎ
る
た
く
さ
ん

の
観
光
客
を
自
分
の
艘
業
資
源
の
｝

つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
か

と
横
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
観
光
客

が
滞
留
し
、
休
慰
を
と
る
施
設
を
遣

ろ
う
と
い
う
考
え
方
の
㎜
致
を
み
た
．

こ
れ
が
「
ア
グ
リ
パ
ル
塩
漂
｝
の
設

立
ル
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
（
ア
グ
リ
〉
と
友
達
（
パ
ル
）

に
な
り
、
ふ
れ
あ
い
と
縫
薬
を
楽
し

く
学
ぶ
と
名
付
け
ら
れ
た
瞥
ア
グ
リ

パ
ル
塩
療
幅
は
、
複
禽
型
交
流
施
設

と
し
て
平
成
八
年
に
完
成
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
壌
原
恥
の
建
物
を

造
っ
た
の
は
塩
漂
町
．
管
理
運
営
は
、

財
纐
法
人
塩
原
農
叢
公
轍
で
あ
る
。

農
薬
公
祇
に
塊
漂
町
と
J
A
が
濁
与

し
て
い
る
。
襲
業
公
祇
の
職
愚
は
麟

名
で
、
う
ち
噌
名
は
撫
漂
町
の
職
翼
、

｝
磁
は
J
A
の
職
鰻
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
農
業
公
紙
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

形
式
を
擦
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

部
附
、
す
な
わ
ち
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、

展
承
、
構
報
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
農

籾
レ
ス
ト
ラ
ン
「
隣
の
鰻
扁
湘
コ
慧
硯

究
寵
「
夢
耕
房
』
、
農
産
藏
売
勝
な

ど
が
あ
る
、
全
体
的
な
管
理
運
営
は
、

農
業
公
縫
が
し
て
い
る
が
、
各
部
朔

馴
の
運
営
は
、
地
元
の
鑑
鍵
覆
体
が

行
っ
て
い
る
．
各
部
門
劉
に
任
慧
組

食
が
あ
り
、
独
立
採
算
姓
を
採
っ
て

い
る
。

　
「
ア
グ
リ
パ
ル
塩
療
偏
は
、
塩
漂

温
泉
へ
の
観
光
客
が
帰
り
に
立
ち
寄

り
、
休
懇
を
と
つ
て
も
ら
い
．
お
烹

産
に
地
光
の
農
産
物
や
そ
の
纐
工
撮

を
購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
濾
泉

街
と
は
異
な
っ
た
簡
酷
を
揃
え
て
い

る
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
的
に
単
に
売
る

だ
け
で
な
く
、
地
死
の
人
々
と
の
交

流
の
場
を
つ
く
り
、
地
元
の
括
姓
化

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
　
「
ア
グ
リ
パ
ル
梅
漂
愉
の
串
に
入

む
ま
す
。

農
産
物
直
売
斯

　
会
員
数
蒼
三
十
九
犠
、
地
発
産
の

活
き
の
良
い
籍
鮮
聾
菜
を
、
畑
か
ら

薩
透
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
．
輯
取

り
野
菜
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
瞭
覚
や
珍

し
い
山
菜
な
ど
「
ア
グ
リ
パ
ル
』
な

ら
で
は
の
赫
が
沢
由
そ
ろ
っ
て
い
る
。

農
籾
レ
ス
ト
ラ
ン
「
関
の
墨
」

　
一
度
食
べ
た
ら
患
れ
ら
れ
な
い
昧

わ
い
の
手
蕎
ち
そ
ば
、
う
ど
ん
、
塩

漂
で
膏
っ
た
野
葉
の
相
姓
も
叛
群
で

す
。
箸
休
め
の
演
け
物
は
伝
統
の

「
お
ふ
く
ろ
の
嫁
秘
、
素
朴
で
懐
か

し
い
郷
土
料
理
、
懸
會
の
味
を
売
る
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
嵐
物
語

　
　
　
　
　
　
「
も
み
じ
籾
漏

　
幽
開
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
…
と
手
作
リ
ケ
ー
キ
・
ま
ん

じ
ゅ
う
が
昧
わ
え
る
嘆
茶
コ
ー
ナ
ー

が
、
「
楓
物
語
も
み
じ
村
』
で
す
。

ま
た
、
お
土
産
コ
ー
ナ
…
は
地
場
産

の
痴
工
贔
、
跳
芸
贔
な
ど
、
人
氣
の

錨
を
・
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

菰
工
研
究
蜜
「
夢
耕
房
漏

　
夢
耕
房
で
は
地
域
農
産
物
を
　
○

○
％
使
用
し
た
手
作
り
、
無
添
撫
の

特
産
最
（
ジ
ュ
ー
ス
、
藁
子
な
ど
）

を
闘
発
、
商
贔
化
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
撫
工
さ
れ
た
製
繍
は
、
「
風
物

譲
も
み
じ
村
輪
お
土
産
贔
灘
ー
ナ
ー

で
売
つ
て
ま
す
．

ア
ト
リ
ウ
ム

　
塊
漂
潟
泉
郷
の
観
光
惰
報
、
宿
漁

鋳
報
、
イ
ベ
ン
ト
構
報
な
ど
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
な
ど
で
紹
介
し

て
い
ま
す
．

ふ
れ
あ
い
砿
場

　
休
憩
し
た
り
、
弁
畿
を
広
げ
た
り
、

思
い
患
い
の
楽
し
み
方
が
で
き
る
広

場
．
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
闘
催

さ
れ
た
く
さ
ん
の
人
達
で
紀
ぎ
わ
う
．

ま
と
め

　
今
、
松
之
山
町
で
も
地
域
資
源
を

濡
か
し
た
物
産
館
が
必
要
で
は
な
か

ろ
う
か
と
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．
何

か
と
学
ぶ
点
の
大
き
い
観
察
で
し
た
。

＼賊



1
の
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お知らせ一

松之山町役場　費6一誤3ま

閏・

謬
劉

　
翻
民
年
金
鋼
度
、
鵬
民
年
金
保
険

料
や
摩
盈
年
金
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
葎
金
を
も
ら
っ
て
い
る

方
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
彬
談
会
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
．

β
時

　
8
月
2
9
段
く
火
）

　
隼
餉
鐙
時
≦
午
後
3
時

場
漸

　
町
役
場
会
議
窺

　
　
　
　
驚
総
務
譲
住
民
係

松
代
病
院

精
神
科
外
来
の
開
設

　
地
域
の
精
神
総
療
充
実
の
た
め
、

精
神
科
外
来
を
闘
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、

一人暮らし老人・大口利用者の
　　水道料金を軽減

　水遵料金は8月使期分から変更になります。

　・一般用のうち65歳以．ヒで町民税が非諜税の一人

暮らしのお奪寄りの、基本使用料を500四軽減します。

　また、いままで美鍛尋当たり200門の使用料を220

円とし、大鷺利粥春（旅館用等で1カ月の使潮料が

260麟‘以．kの利粥管）については260題‘を超えた鍛

について2鐙円とします。

　この変更にあわせメーター一使駕料を20％値．ヒげ

します。住畏の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、

よろしくお願いします、

，慧潔雛　道係墜’合わせ」

　シリーズ広域広報

東頸城
　ふるさと晃て1歩記・
今年も安塚の夏がやってきました。

　サマーイベント

　　　～ぐるり安塚小さな旅～

診
療
匿
締
　
県
立
療
養
漸
悠
久
荘

　
　
　
　
　
　
　
精
神
科
匿
師

診
療
科
目
　
心
療
内
科

開
設
時
期
　
7
月
扮
黛
か
ら

　
療
則
と
し
て
簿
月
第
三
・
第
3
水

　
曜
摂
の
2
灘

　
た
だ
し
、
8
月
は
2
澱
（
水
）
と

　
貿
鐵
く
木
）

診
療
時
間
　
午
髄
憩
か
ら
隼
後
4
時

　
　
　
　
　
ま
で

予
約
等
　
漂
則
と
し
て
予
約
鰯

　
　
　
松
代
病
院
鶯
7
！
2
1
0
0

訂
正
と
お
詫
び

　
兜
月
得
の
総
選
挙
結
果
で
、
此
例

代
褒
結
果
の
凹
公
明
党
ま
6
6
票
麻

が
ま
1
6
票
に
な
っ
て
い
ま
し
た
．

　
訂
正
し
、
お
蔑
び
し
ま
す
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
町
祇
会
編
被
協
議
会
に
ご
霧
付
が

あ
り
ま
し
た
。
町
在
宅
編
祉
の
た
め

に
括
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
新
山
由
彬
達
蜜
様

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
夏
、
安
塚
町
全
体

が
丸
ご
と
イ
ベ
、
ノ
ト
芸
衛
館
に
大
変

身
し
ま
す
、
こ
の
ぐ
る
り
安
塚
小
さ

な
旅
も
今
年
で
臨
奪
目
を
迎
え
ま
す
。

開
藏
期
間
は
八
月
五
繕
（
土
）
か
ら

八
月
二
十
β
（
沼
）
　
ま
で
の
十
論
ハ
鶏

問
と
窺
い
で
す
が
、
催
し
物
は
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
　
一
欝
で
は
遊
び
き

れ
な
い
夏
の
安
塚
へ
ぜ
ひ
遊
び
に
※

て
く
だ
さ
い
。

　
喝
林
家
木
久
蔵
｝
門

　
　
　
　
　
ラ
ー
メ
ン
寄
席
蝕

　
テ
レ
ビ
「
災
点
偏
で
お
な
じ
み
の

・
林
家
木
久
蔵
鎌
薩
と
そ
の
一
醗
が
お

箕
い
で
讐
中
お
見
舞
い
串
し
上
げ
ま

す
。
ど
ん
な
蕗
が
飛
び
出
し
ま
す
や

　、

り
？
・
妻
・
：
・

▼
と
こ
ろ
…
雪
だ
る
ま
温
泉

　
興
林
家
塞
久
蔵
ふ
る
さ
と
絵
爾
展
晦

磐
だ
る
ま
温
衆
で
憩
い
の
ひ
と
と
き
、

木
久
蔵
師
薩
の
優
し
く
温
か
い
タ
ッ

チ
を
ご
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

安
塚
の
嫡
景
を
描
い
た
作
鹸
も
展
示

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
寛

▼
と
こ
ろ
－
・
雪
だ
る
ま
温
泉

噛
第
三
園
ゆ
き
の
癒

　
　
　
　
収
蔵
庫
美
術
展
臨

　
“
塊
代
鷺
本
を
代
褒
す
る
十
九
人
の

芸
術
家
の
作
最
が
蜜
塚
の
夏
を
欄
性

と
感
動
で
彩
り
ま
す
．

▼
と
こ
ろ
…
ゆ
き
の
羅
収
蔵
庫
藁
術

　
　
　
　
　
館
地

　碗

ま
ち
か
ど
美
衛
館
晦

　
鰯
人
の
家
の
灘
庫
や
土
蔵
が
文
化

の
発
儒
ス
テ
ー
シ
張
ン
に
大
変
身
し

豪
す
、
町
中
小
さ
な
美
術
館
を
地
図

を
片
手
に
ど
う
ぞ
．

▼
と
こ
ろ
…
購
内
沿
遵
の
章
庫

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
催
し
物
は
ほ
ん

の
…
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
、
安
塚
町
内

各
施
設
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
麗
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
綱
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子眸無のまちかど美術館の様

罪O

短
歌
＆
写
真
の
募
集

　
林
道
の
働
き
に
つ
い
て
地
域
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
林
遵
に

関
す
る
短
歌
及
び
写
真
に
つ
い
て
、

広
く
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
墓
集
し

ま
す
、

募
集
方
法

幾
歌
　
は
が
き
で
応
寡

写
真
　
4
つ
切
り
カ
ラ
…
（
漸
登
地

　
　
・
撮
影
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
）

◆
そ
れ
ぞ
れ
1
入
1
作
贔
と
し
て
、

　
麟
作
に
限
り
ま
す
。

◆
住
所
、
郵
便
番
弩
、
氏
名
、
電
話
、

　
年
令
、
職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ

　
い
。

旛
寡
期
聞
　
⑳
月
緻
β
ま
で

お
閥
い
合
わ
せ

　
上
越
林
業
事
務
所
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　　　　　防衛庁学生募集中

　防衛庁では次のとおり各種学猛を募集しています。

お問い舎わせ
　霞衛隊凝潟地方連絡部高磯募集事務駈

　僧0255－23－55王9
　募集項目・志願票（願書）・パンフレット等あります。

蒲
繍・齢
　　ハ　　　　リ

、
売
づ
亀

腐　　校　　箏　　業　　等

幕集種欝 資　　　　穣 愛穂期闇 試験総〈玉次〉 待　遇　簿

防
徳
大
学
学
生

推薦
（男・女）

高挙（見込）21歳兼満
の著高等学校長の推薦

等、劉途資絡が必要

9月5欝
　～
9月8賛

9月遷6B

　　～17撮
修学年隈4隼
摩叢後王年で
3等陸・海・

窒翻一般
（男・女〉

腐摩（見込〉

21歳末満の麿

§月無段

　～三〇月13鑓
難月H縫
　　～三2鎗

防衛緩科大学校

学隻
〈男・女〉

轟卒（見込〉

2玉歳未満の潔

9月王4欝

　～玉0月ま3黛
！玉月4欝

　　～5β

修学年限6年

鷹纈免欝取得

後2翻

養護学生
（女子のみ）

趨卒（見込〉

2ま歳未満の女子

9月三4蹟

　～まo月玉3欝
亙0月26磯 鱗継1

各種目とも学盤は特別職翻家公務麟（防衛庁職貴・自衛官〉となり、学盤手当

給与（ボーナス食む〉が支給されます。

縛
穿
頭
畠
必
は

な
に
切
瀦
そ
い
る
め
か
登

いつも

臆
筆
リ
レ
毒

露
い
て

　
　
　
い
い
友

村
撮
政
光
さ
ん

　
　
　
　
松
之
由
（
さ
か
や
）

！
霊
枢
牽
で
新
ト
ン
ネ
ル
を
ー

　
広
報
ま
つ
の
や
ま
の
新
コ
ー
ナ
ー

門
随
想
リ
レ
ー
」
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

を
頼
む
と
擦
轟
麿
に
欝
わ
れ
、
近
畷

な
ん
で
も
瀬
倒
く
さ
く
な
り
、
原
稿

依
頼
も
お
噺
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し
て
い
る
の
だ
が
、

大
好
き
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保
坂
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霧
か
ら
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詣
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の
で
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ま
っ
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町
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行
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や
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会
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侮
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も
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が
、
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が
か
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こ
と
が
あ
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。
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餌
ト
ン

ネ
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仮
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五
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お
盆
蔚
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
聞
く
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機
械
の
搬
入
や
撤

糞
に
後
兜
ニ
カ
月
く
ら
い
か
か
る
と

し
て
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実
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ニ
カ
月
で
は
、
こ
れ
ほ

ど
効
率
の
悪
い
仕
事
は
な
い
し
、

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
緬
も
従
っ
て

嵩
催
に
な
る
。

　
私
の
霊
枢
箪
は
、
新
ト
ン
ネ
ル
を

通
っ
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津
南
へ
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い
う
の
が
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藩
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以
巣
の
私
の
夢
で
あ
る
が
、
私
が
百

歳
ま
で
盤
き
た
と
し
て
も
今
の
ま
ま

で
は
夢
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
公
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事
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は
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必
要
、
効
率
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三
評
簸
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を

見
な
い
う
ち
に
切
り
捲
て
ら
れ
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か

も
し
れ
な
い
、
ご
当
蜀
の
よ
り
｝
“
屡

の
運
動
を
お
纐
い
し
ま
す
。

　
こ
の
リ
レ
ー
は
バ
ト
ン
を
誰
に
渡

す
か
は
、
私
が
選
ぶ
こ
と
に
な
る
そ

う
で
す
の
で
、
こ
の
春
か
ら
暇
人
の

仲
問
入
り
を
し
た
松
之
山
離
郵
便
鶏

長
志
賀
隆
弘
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

民
は
ま
だ
著
い
の
で
、
懲
涯
現
役
の

会
を
つ
く
る
と
い
つ
て
顧
張
つ
て
い

ま
す
。
私
は
逆
に
「
鍵
捨
て
人
の

会
』
ま
た
は
、
ど
こ
か
の
本
の
名
饒

に
あ
つ
た
門
不
良
老
奪
の
会
」
を
つ

く
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
は
ご
搾
じ
無
い
と
思
い
家

す
が
、
マ
ッ
カ
｝
サ
！
元
帥
が
退
窟

の
時
に
諮
っ
た
欝
葉
「
老
兵
は
死
な

ず
、
た
だ
滴
え
去
る
の
み
。
賊
は
、
今

で
も
名
露
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
の
新
コ
ー
ナ
；
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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金
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
葎
金
を
も
ら
っ
て
い
る

方
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
彬
談
会
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
．

β
時

　
8
月
2
9
段
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火
）

　
隼
餉
鐙
時
≦
午
後
3
時

場
漸

　
町
役
場
会
議
窺

　
　
　
　
驚
総
務
譲
住
民
係

松
代
病
院

精
神
科
外
来
の
開
設

　
地
域
の
精
神
総
療
充
実
の
た
め
、

精
神
科
外
来
を
闘
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
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悠
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精
神
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匿
師

診
療
科
目
　
心
療
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開
設
時
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7
月
扮
黛
か
ら

　
療
則
と
し
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簿
月
第
三
・
第
3
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曜
摂
の
2
灘

　
た
だ
し
、
8
月
は
2
澱
（
水
）
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貿
鐵
く
木
）

診
療
時
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午
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憩
か
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4
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ま
6
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ま
1
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．
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が

あ
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鶏
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給与（ボーナス食む〉が支給されます。

縛
穿
頭
畠
必
は

な
に
切
瀦
そ
い
る
め
か
登

いつも

臆
筆
リ
レ
毒

露
い
て

　
　
　
い
い
友

村
撮
政
光
さ
ん

　
　
　
　
松
之
由
（
さ
か
や
）

！
霊
枢
牽
で
新
ト
ン
ネ
ル
を
ー

　
広
報
ま
つ
の
や
ま
の
新
コ
ー
ナ
ー

門
随
想
リ
レ
ー
」
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

を
頼
む
と
擦
轟
麿
に
欝
わ
れ
、
近
畷

な
ん
で
も
瀬
倒
く
さ
く
な
り
、
原
稿

依
頼
も
お
噺
り
し
て
い
る
の
だ
が
、

大
好
き
な
保
坂
美
智
男
霧
か
ら
の
お

詣
な
の
で
、
つ
い
引
き
受
け
て
し
ま
っ

た
。　
町
の
行
政
や
議
会
に
今
更
侮
も
書

う
つ
も
り
は
な
い
が
、
一
つ
だ
け
気

が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
。
東
餌
ト
ン

ネ
ル
（
仮
称
）
の
今
年
の
予
算
闘
億

五
千
万
円
は
．
お
盆
蔚
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
聞
く
。
機
械
の
搬
入
や
撤

糞
に
後
兜
ニ
カ
月
く
ら
い
か
か
る
と

し
て
、
実
働
ニ
カ
月
で
は
、
こ
れ
ほ

ど
効
率
の
悪
い
仕
事
は
な
い
し
、

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
緬
も
従
っ
て

嵩
催
に
な
る
。

　
私
の
霊
枢
箪
は
、
新
ト
ン
ネ
ル
を

通
っ
て
津
南
へ
と
い
う
の
が
、
藩
工

以
巣
の
私
の
夢
で
あ
る
が
、
私
が
百

歳
ま
で
盤
き
た
と
し
て
も
今
の
ま
ま

で
は
夢
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
公
共
事
業
は
、
必
要
、
効
率
、
有

効
の
三
評
簸
に
よ
っ
て
晃
直
さ
れ
る

と
書
わ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
来

奪
か
ら
牽
億
円
以
上
の
予
算
が
付
か

な
け
れ
ば
、
こ
の
ル
ー
ト
は
完
成
を

見
な
い
う
ち
に
切
り
捲
て
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
、
ご
当
蜀
の
よ
り
｝
“
屡

の
運
動
を
お
纐
い
し
ま
す
。

　
こ
の
リ
レ
ー
は
バ
ト
ン
を
誰
に
渡

す
か
は
、
私
が
選
ぶ
こ
と
に
な
る
そ

う
で
す
の
で
、
こ
の
春
か
ら
暇
人
の

仲
問
入
り
を
し
た
松
之
山
離
郵
便
鶏

長
志
賀
隆
弘
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

民
は
ま
だ
著
い
の
で
、
懲
涯
現
役
の

会
を
つ
く
る
と
い
つ
て
顧
張
つ
て
い

ま
す
。
私
は
逆
に
「
鍵
捨
て
人
の

会
』
ま
た
は
、
ど
こ
か
の
本
の
名
饒

に
あ
つ
た
門
不
良
老
奪
の
会
」
を
つ

く
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
は
ご
搾
じ
無
い
と
思
い
家

す
が
、
マ
ッ
カ
｝
サ
！
元
帥
が
退
窟

の
時
に
諮
っ
た
欝
葉
「
老
兵
は
死
な

ず
、
た
だ
滴
え
去
る
の
み
。
賊
は
、
今

で
も
名
露
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
の
新
コ
ー
ナ
；
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

”



蕩諺獲嘉か慰
　　　　　繍戯編．
馨つ⑳撤

松之鐵町役場電謡番暑一覧

総務諜02＄S9－6－31磁（代表）

税務会讃諜　　6一翫52

産業諜　　　　 6－3王32

振興諜　　　　6一綴騒

建設企業課

（建　設〉　　6－3欝5

（上下水道〉　6－2王62

議会事務燭　　6一読69

保健センター6－3705

広報

｛
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勺纏》

　＼ノ溝強紙を綾爆しています

・灘灘灘

っ
て
ま
し
た

上
塀
手
歌
舞
伎

舞台を終えて観蓼にお礼をするよ駕墨歌舞伎のみなさん

全国地芝居サミット沁湯の里・松之山8／26

職圏翻團
おめでた（出生〉
まル

真夕ちゃん　葛橋一夫・利枝さん

おくやみ（死亡）

山岸　スミさん87歳　新　出（貢　屋）

樋環　虎雄さん76歳　中　庵（下〉

申澤　セキさん　90歳　湯　鼠1（不老閣〉

寒7月1臼から7月3蝦までの旙患分です。

寧広報に載せてほしくない方は、屈繊の時に

窓環にお語ください．

⑳◎㊥㊧
　　　　7月3ま賛環在
総人黛　3248人（＋3〉

　男三，564人（牽2）

　女ま，684人（＋！〉

縫帯数　王，捻7戸〈　0）

　　（〉内は箭月との比較

町民憲章酵欝ε、53、葬7欄定

わたしたちは松之由町民です．郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町罠の合需葉

　i、美しい緑と欝の中で

　　　　　心豊かな人になろう
　王、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　麟造のカを轟めよう

9月　14。28　18・29

◇7月の畠来事

絡鑓　逢坂車郎月見イベント

20覆　大地の芸衛祭闇始

28縫　内海信彦

　　　サマーセッション

渡辺雅人くん

策出（坂本）

お仕審しているおかあさん，、鑛がう

まく描けました、

カレーライスが．ヒ手，一緒にお風呂

に入ってくれるおかあさんが大好き。

瀾

　伊藤愛ちゃん
　松之凶〈柏葉屋〉

なわとびをしているおかあさん．ビ

ンクのスカートがうまく描け蒙した．

ボー序遊びをしてくれるお母さんが

好き，

298　松之山潟泉まつり

30罎　町罠湯鳥大運動会

◇8拷稔霞～9月8日の予定

駕鷺　真夏の霧まつり

澱i3　矢澤購夫写真展

26類　全園重樫芝薫藩サミツト

　
先
繕
、
「
夢
の
家
届
に
泊
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
箱
の
ベ
ッ
ド
に
寝
る
の

は
少
々
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
以

外
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
し
た
。

　
入
館
す
る
と
す
ぐ
浴
衣
に
蒼
替

え
、
銅
製
の
お
風
畠
に
入
浴
し
ま
す
．

慧
の
擬
家
に
泊
ま
る
の
は
久
し
ぶ

り
で
、
こ
れ
で
蚊
嬢
で
も
畠
っ
て
あ

れ
ば
、
な
お
さ
ら
良
い
の
に
と
懐
か

し
く
感
じ
ま
し
た
．

　
茅
蓬
き
屡
根
の
小
騰
組
を
眺
め

な
が
ら
寝
る
の
は
不
思
議
な
感
じ

が
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
夢
は
い
っ

ば
い
冤
た
の
で
す
が
、
趨
き
る
と
岡

時
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

舗
夢
日
記
よ
り

f2

1
㊤
O
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1


